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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 17,801 8.2 1,135 14.0 1,281 47.3 933 42.8

29年3月期第3四半期 16,454 △3.5 996 △17.1 869 △22.7 653 △9.4

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　2,353百万円 （150.9％） 29年3月期第3四半期　　938百万円 （11.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 58.73 58.38

29年3月期第3四半期 41.07 40.80

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第3四半期 31,102 24,348 77.9 1,524.12

29年3月期 28,853 22,296 76.9 1,396.74

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 24,230百万円 29年3月期 22,185百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 8.00 ― 12.00 20.00

30年3月期 ― 8.00 ―

30年3月期（予想） 12.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）29年3月期期末配当金の内訳　創立95周年記念配当　2円00銭

　　　30年3月期（予想）期末配当金の内訳　創立95周年記念配当　2円00銭

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,970 7.5 1,488 7.7 1,403 23.0 959 14.6 60.38

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 16,114,089 株 29年3月期 16,114,089 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 215,742 株 29年3月期 230,355 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 15,894,033 株 29年3月期3Q 15,913,112 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく変動する可能性があることをお含みおき下さい。業績予想に関する事項については、添付資料P.3「連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)における世界経済は、先進国

を中心に緩やかな回復基調で推移しましたが、米国の政権運営の動向や不安定な北朝鮮情勢など、景気の

下振れリスクも依然として残る状況にあります。国内経済については、堅調な企業収益を背景に雇用・所

得事情が改善するなど、緩やかな回復基調が続いております。 

このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、17,801百万円と前年同

期比1,346百万円(8.2%)の増収となりました。売上高に含まれる海外売上高は、7,602百万円(対売上高

42.7%)と前年同期比980百万円(14.8%)の増収となりました。 

利益面では、販売費及び一般管理費が前年同期比492百万円(5.7%)増加したものの、増収により営業利益

は1,135百万円と前年同期比139百万円(14.0%)の増益となりました。さらに、為替の影響などにより営業外

損益が好転したため、経常利益は1,281百万円と前年同期比411百万円(47.3%)の増益となりました。特別

利益に投資有価証券売却益を計上した結果、税金費用を差し引いた親会社株主に帰属する四半期純利益は、

933百万円と前年同期比279百万円(42.8%)の増益となりました。 

 

(デンタル関連事業) 

国内では、市場での競争が激しさを増す中、当第３四半期連結累計期間に市場投入したデジタル口腔撮

影装置「アイスペシャルC-Ⅲ」や歯科充填用コンポジットレジン「ビューティフィル フロープラスX」な

どの新製品が売上げに寄与し、売上高は前年同期比増収となりました。海外では、北米・中南米や中国を

中心に各地域で堅調に推移し、さらに為替の影響もあり前年同期比増収となりました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、15,903百万円と前年同期比903百万円(6.0%)の増

収となり、販売費及び一般管理費が増加したものの、営業利益は1,093百万円と前年同期比84百万円(8.3%)

の増益となりました。 

 

(ネイル関連事業) 

当第３四半期連結累計期間に市場投入したジェルネイルの新ブランド「ageha」が売上げに寄与しました。

また、業界有数の展示会「東京ネイルエキスポ2017」での売上げが過去最高を更新するなど、国内売上げ

は好調に推移し、前年同期比増収となりました。海外では、アメリカや台湾において「L・E・D GEL Presto」

の売上げが堅調に推移いたしました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、1,821百万円と前年同期比435百万円(31.4%)の増

収となり、営業利益は21百万円と黒字に転じ、前年同期比58百万円の増益となりました。 

 

(その他の事業) 

 当社グループの株式会社松風プロダクツ京都において、歯科用研磨材の生産技術を応用し、工業用研磨

材を製造販売しております。当第３四半期連結累計期間の売上高は、76百万円と前年同期比6百万円 (10.1%)

の増収となりましたが、売上原価率の上昇により、営業利益は14百万円と前年同期比4百万円(22.1%)の減

益となりました。 

 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,248百万円増加し、31,102百万円と

なりました。時価上昇による投資有価証券の増加が主な要因であります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ196百万円増加し、6,753百万円となりました。長期繰延税金負債など

の固定負債その他の増加が主な要因であります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ2,052百万円増加し、24,348百万円となりました。利益剰余金やその

他有価証券評価差額金の増加が主な要因であります。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.0ポイント上昇し、77.9%となりました。 
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

   平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年５月12日に公表いたしました業績予想を変更して

おりません。  
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見

積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。 

 

（セグメント情報等） 

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日) 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 14,999 1,385 69 16,454 ― 16,454 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 0 0 4 5 △5 ― 

計 14,999 1,386 74 16,460 △5 16,454 

セグメント利益又は損失(△) 1,009 △36 19 992 4 996 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日) 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                                 (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 15,903 1,821 76 17,801 ― 17,801 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 0 0 5 6 △6 ― 

計 15,903 1,822 81 17,807 △6 17,801 

セグメント利益 1,093 21 14 1,130 4 1,135 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 




